
   

 

教育課題から始まる 
新しい学び 

  

  

  

 

高度な実践力をめざした 

教育課程 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琉球大学大学院 教育学研究科 専門職学位課程 

高度教職実践専攻（教職大学院） 

主体的対話的で

深い学びの実現 

県の教育課題の解決

策を考案し、各自の研

究を深め、課題の解決

策を発信する 

  

〇「
生
き
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教
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多
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総
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多
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の
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た
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〇
沖
縄
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の
保
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承
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な
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〇
新
し
い
時
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を

展
望
し
た
教
育
行
政
の
充
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（沖
縄
県
教
育
振
興
基
本
計
画
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学びの質を高める

学校改善 
いじめ、不登校の解消

に向けた取組。居場所

づくり・個々の絆づくり

へ  

 

居場所づくり・絆づく

り 

 

沖縄県の課題と 

施策の推進 

 

 

 

学力向上推進プロジェクトⅡ 

 （令和 2年度～6年度） 

キャリア教育の基本方針

 

高
度
な
実
践
力
、
理
論
と
実
践
の
往
還 

 
 

生
き
る
力
、
資
質
能
力
の
育
成 

教職大学院 

学生(入学定員２0名)： 

現職院生 14名、 

学卒院生 6名程度 

学びの指導に秀でた、将来の

沖縄県を担うリーダーの育成 
授業力、子ども理解に優れた

初任者、中堅教員の育成 

優れたマネジメントや企画が

職場でできる教員の育成 

県・地域 勤務校 

沖縄県の課題を解決す

る場として課題から出発

し、新しい学びへの対応

を系統的に学習する 

期待される人材像 

沖縄県の教育課題から出発

し、「新しい学び」への対応を

系統的に学習する体制。 

理論と実践を往還し融合する

教員組織の確立。 

沖縄県教育委員会とのワーキ

ングや連携推進会議を重ねる

ことで互いの役割を認識し、沖

縄の教育をより一層向上する

ために連携しあう体制づくり。 

学生や地域のニーズへの 

対 応 
◆授業料減免措置の充実と就学

環境の整備 

◆複数教員が協働するきめ細や

かな指導体制 

◆院生の志望動機や資質能力  

個性を生かした履修指導 

課題研究

や実習 
グランド

デザイン

ンン 

養成する人材像 

合理的かつ反省的に考えて 

問題解決できる人材を育成  

 

沖縄県における教育課題（学力と生徒指導等）の解決に向けた実践力のあるミドルリーダー、ポストミドル

リーダーの育成を目指し、地域密接型大学として地域の教員養成機能の中心的役割を担い、これまで以

上に沖縄県教育委員会や市町村教育委員会等との連携を強化し、沖縄県の教育課題の解決を目指す。 

変化する社会や児童・生徒の実態

に合わせ、学校現場のありようを更

新できる高度な実践力・臨床力・即

応力を身につける。 

 
教育実践の質的深化・充実 

義務教育・県立学校の重点 

◆学びの質を高める授業改

善・学校改善 

◆キャリア教育の充実によ

る進路指導・進学や就職

の支援 

◆支援教育の理解と個々の

ニーズに応じた支援 

沖縄県の方向性 大学院の特色 

対処療法的な定形化された対応や問題

を自ら考え深め、解決策を策定し、行動

を起こしその結果を振り返り、次の思考

や行動につながる教員。 

修了後、独りよがりの対応ではなく、問

題や課題を院生自身が自律的に結び

付け、学び続け、実践し続け、教員とし

て成長し続ける力を修得する。 

学びの質を高める

授業改善 
他者と関わりながら、

課題の解決に向かい、

問いが生まれる授業 
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